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複雑性尿路感染症 に対す る6059-Sの 治療効果

生亀芳雄 ・小川秀彌 ・田中求平 ・久保田正光

関東逓信病院泌尿器科

(部長 生亀芳雄)

新しい注射用抗生物質6059-Sを 複雑性 尿路感染症 に投与 し臨床的検 討を加えた。

複雑性尿路感染症10例 に6059-Sを1回0,5g,1日2回 筋 注または点滴静注で5日 問投与

した。臨床成績 は複雑性腎盂腎炎9例 で,著 効3例,有 効6例 であ り,慢 性膀胱炎1例 は有効で,

共に有効率100%で あった。細菌学 的効果は11株 中9株 が消失 し,消 失率は81%で あ った。検

出された菌種はE.coli 4株,P.aeruginosa 3株,S.epidermidis 2株,S.faecalis 1株,P.mira-

bilis 1株 であ った。副作用について 自覚 的症状,血 液。 腎機能,肝 機能の点から観察 し,特 に問題

となることはなか った。

I.は じ め に

6059-Sは塩野義製薬研究 所において1976年 に開 発された注射

用抗生物質である1)。

本剤はセファロスポ リン骨格のSがOで おきかえ られ,ま た

セファマイシン様の構造を しめす もので,そ の構造式 はFig.1

のようである。

我 は々今回,本 剤を複雑性尿路感染症 に使用 したのでその治

療成績と若干の文献的考察を報告する。

Fig 1 Chemical structure of 6059-S

II.対 象 と方法

対象症例

症例の概略はTable 1に しめ したように男子8例 。

女子2例 で年令は33才 か ら67才 にわた っている。'

疾患はいずれも複雑性尿路感染症でTable 1に しめ

した基礎的疾患を もっている。

全症例ともカテーテルが留置され,UTI薬 効 評価基

準(第2版)2.3)の グループ別分類によ るとG-1が9

例,G-5が1例 である。

投与方法

7例 については1回 に本剤を0.5g筋 注することと

し,これを朝夕2回,1日 量としては1.0gを 使用 し

た。

点滴静注の3例 では,1回 に 本剤0.5gを ソリター

T3号 あるいは5%1ブ ドウ糖液500mlを 基液として

約2時 間で点滴静注,こ れをやはり朝夕2回 おこなっ

た。

投与期間は全例 とも5日 間である。

効果判定

効果の判定は一般的症状,尿 中白血球および細菌の3

者を指標 とし,UTI薬 効評価基準に もとずいて判定 し

た。 したがって,正 確には臨床効果 とい うよりは薬効 と

い うことになるが,今 回の症例については臨床効果 と考

えて もさしつかえない。

副作用

自覚的副 作用は もちろんのこと,Table 4に しめ した

ように本剤の使用前と後における血液,腎 機能,肝 機能

などについて も検査を おこなった。

なお,10例 の うち3例 は検査に記載 もれがあったの

で,こ れ らは除外 した。

III.成 績

治療効果

Table 1に しめ した複雑性腎盂腎炎9例 についてそ

の臨床効果をみると著効3例,有 効6例 で,慢 性膀胱

炎の1例 は有効であった。

この成績は症例が10例 とい ささか少ないが満足すべ

き成績 といえ る。

細菌学的効果

細菌学的効果はTable 2に しめ したように,P.aeru-

ginosa 3株,S.epidermidis 2株,E.coli 4株 は全株

が消失 している。なお,11株 中9株 が消失し,そ の消

失率 は81%で ある。

我 々は さらに尿路か ら分離 したE.coli 9株,P.aeru-

ginosa 10株 に ついて そのMICを108 cells/ml(原

液)と106 cells/ml(100倍 希釈液)で 追加検討 した。
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Table 2 Bacteriological response to 6059-S in complicated UTI

Table 3 MIC of 6059-S against clinically isolated E. coli and P.aeruginosa

Table 4 Changes in laboratory test result

A:Within normal range
B:Improved
C:Abnormal value(no deterioration)
D:Abnormal value(deterioration)
E:Deterioration from normal range
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その結果 はTable 3の ようである。E.coliに おいて は

106cells/mlで は0.1～0.2μg/ml,108cells/mlで は

0.2～0.39μg/mlのMICを 示 した。P.aeruginosaは

106cells/mlで は12,5～400μg/ml,108cells/mlで

は25～>400μg/mlの 値を示 した。

副作用

本剤投与前と後における血液,腎 機能,肝 機能などを

比較できる7例 の結果はTable 4の ようで,本 剤投与

に関係するような重要な変動はない。 また,自 覚的な副

作用を訴えた ものは1例 もなか った。

IV.考 察

我 々のおこな った複雑性尿路感染症に対する治療効果

は上述 した結果であるが,こ の結果を裏づける若干の基

礎的成績について文献的考察をまじえて考察を加える。

本剤は主 として腎か ら排泄 され,糸 球体涙過による も

の と考え られ,腎 機能の 低下に伴 って 血中濃度は上昇

し,そ の半減期が延長 される。塩野義製薬研究所などに

おける健康成人の血中濃度,尿 中排泄はつぎのようであ

る。本剤0.5gを 筋注,静 注した場合の血中濃度の ピ

ー クは筋 注 時 は注 射 後1時 間で21.0±3.4μg/ml,静

注時は15分 後で44.3±7,0μg/mlで ある4)。また,

0.59を2時 間かけて点滴静注した場合の ピークは2

時間後で31.1±2.8μg/mlで ある4)。尿中排泄に関し

ては0.59を 筋注,静 注,2時 間点滴静注 した場合の

8時 間までの尿中回収率 は それぞれ87.8%,85.7%,

83.0%で ある。

以上の成績は本剤が尿路感染症に対 して充分使用にた

えることをしめ している。

つ ぎに我 々の泌尿器科領域の主 な起炎菌であるグ ラム

陰性桿菌に対する抗菌力は東邦大学微生物学教室4)か ら

つぎのよ うに 報告 されている。106cells/mlに おいて

E.coliは0.2μg/ml以 下,K.pmeumoniae 0.78μg/

ml,P.mirabiZis 0.2μg/ml以 下,S.marcescens 1.56

～ 3.12μg/ml,R.aeruginosa 25μg/mlで あ る 。

ま た,熊 沢 は泌 尿器 科領 域 の 感染 症 に 関 しそ の分 離 菌

189株 に つ いて 検 討 した 結 果 を つ ぎの よ うに 述 べて い

る4)。E.coliの 消 失率 は94.3%,K.pneumoniae 77.8

%。P.mirabilis 100%,Smarcescens 96.4%,P,aeru-

ginosa 71.0%な ど の消 失 率 で あ る。

これ ら抗菌力に関す る成績 は我々の例における成績と

大 差がないといえ る。

なお,本 剤 は β-lactamaseに 対 して強い安定性を示

すのが特性 の1っ であ る5)。

本剤の毒性について もいろいろ報告 されているが,塩

野義製薬研究所の データーに よれば。 ウサギに それぞ

れ200mg/kg/day,500mg/kg/dayと 静注を7日 間

おこな ったあとの腎毒性はCEZ>CET=6059-Sと いう

結果である4)。

臨床的には長崎大学の鈴木によれば泌尿器科領域にお

ける感染症343例 の うち副作用のみ られたものは8例,

2.3%で あ り,副 作用の主なものはアレルギー症状,消

化器症状,そ の他の順であると報告されている4)。

我々の症例 において も自覚 的副作用を訴えたものはな

く,ま た血液,血 液化学的に も異常変動のみ られたもの

はな く,本 剤の副作用は重大 なものは今のところないよ

うである。
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CLINICAL EFFECT OF 6059-S IN COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTIONS

YOSHIO IKI,HIDEYA OGAWA,KYUHEI TANAKA and MASAMITSU KUBOTA

Department of Urology,Kantou Teisin Hospital

Clinical study on 6059-S in complicated urinary tract infections was performed.6059-S was adminis-

trated intramuscularly or intravenously to 10 cases of complicated urinary tract infection at the dosage of

0.5g•~2 times/day for five days.

Clinical response in 10 cases was excellent in 3 cases,good in 7 cases with the effective rate of 100%.

Causative organisms were eradicated in 9,persisted in 2 out of 11 strains with the eradicated rate of 81%.

No side effect was seen.


